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議
員　

本
県
が
行
政
に
お
け
る
広
報
戦

略
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
た
め

に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
新
た
な
媒
体
と

テ
レ
ビ
な
ど
の
従
来
か
ら
の
媒
体
を
、

と
も
に
充
実
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が

大
変
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

本
県
の
魅
力
を
県
内
外
に
広
く

伝
え
る
た
め
に
は
、
戦
略
的
な
Ｐ
Ｒ
が

大
変
重
要
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
局
へ
の
積

極
的
な
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
の
展
開
や
、

い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
で
Ｖ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
「
茨

ひ
よ
り
」
を
起
用
す
る
な
ど
、
話
題
化

を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

つ
く
ば
市
内
の
県
立
高
校
の
定

員
が
子
ど
も
の
増
加
に
追
い
付
い
て
い

な
い
状
況
は
明
ら
か
だ
が
、
対
応
は
。

教
育
長　

つ
く
ば
市
を
含
む
エ
リ
ア
と

周
辺
エ
リ
ア
の
中
学
校
卒
業
者
数
を
推

計
す
る
と
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
つ

く
ば
市
か
ら
多
く
の
生
徒
が
通
学
し
て

い
る
土
浦
市
、
牛
久
市
、
下
妻
市
の
３

市
で
は
約
５
０
０
人
の
減
と
な
る
一
方
、

つ
く
ば
エ
リ
ア
で
は
約
７
０
０
人
増
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
適
切
な
時
期
に

県
立
高
校
の
定
員
を
増
や
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
実
態
調
査
の
結

果
に
対
す
る
分
析
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
支
援
な

ど
も
質
問
）

議
員　

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て
企
業

に
も
さ
ら
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

が
求
め
ら
れ
る
中
、
今
後
ど
の
よ
う
に

企
業
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
の
か
。

知
事　

本
県
の
脱
炭
素
化
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
の
転
換
を
目
指
し
た
抜
本
的

か
つ
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
あ
り
、
基
金
を
活
用
し
企
業
の
設
備

投
資
の
呼
び
込
み
を
図
る
。
短
期
的
に

は
省
エ
ネ
診
断
な
ど
の
省
エ
ネ
対
策
や

再
エ
ネ
導
入
を
支
援
す
る
。
引
き
続
き
、

企
業
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
た
め
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
生
命
の

安
全
教
育
を
、
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長　

性
犯
罪
や
性
暴
力
の
根
絶
に

向
け
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き

い
。
こ
の
た
め
、
優
良
事
例
を
共
有
し

指
導
方
法
を
工
夫
・
改
善
す
る
、
教
材

の
有
効
な
活
用
法
を
指
導
す
る
な
ど
、

教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。
ま
た

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
安

全
な
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、

認
知
症
対
策

と
予
防
、
障

害
の
あ
る
生

徒
の
教
育
環

境
整
備
な
ど

も
質
問
）

議
員　

深
刻
な
人
手
不
足
の
状
況
が
あ

る
中
、
県
内
企
業
が
人
材
確
保
に
取
り

組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
一
層
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
県
内
企
業
を
支
え
る

働
き
手
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

企
業
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
の
提
供
を
は
じ
め
、
若
者
が

企
業
経
営
者
に
随
行
す
る
独
自
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
介
護
技
能
実
習
生
に

対
す
る
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
に
向

け
た
独
自
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
な
ど
、
県
内
企
業
の
働
き
手
の
確

保
を
後
押
し
し
て
い
く
。

議
員　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
観
光
需

要
が
高
ま
る
中
、
外
国
人
観
光
客
の
誘

客
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

台
湾
や
タ
イ
を
対
象

に
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
旅
行
客

の
取
り
込
み
に
向
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

都
内
に
滞
在
す
る
外
国
人
観
光
客
向
け

の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
造
成
促
進

を
図
り
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
食

料
品
等
の
物
価

高
に
対
応
し
た

農
産
物
の
生
産
、

先
進
機
器
を
活

用
し
た
渋
滞
緩

和
な
ど
も
質

問
）

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
向
け
て
、
国
が
大
き
く
か
じ
を

切
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
と
し
て
も
、

交
付
率
の
向
上
に
向
け
た
側
面
的
支
援

の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

こ
れ
ま
で
の
対
策
を
強
化
し
、

県
民
が
身
近
な
場
所
で
簡
単
に
申
請
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
普
及
を
基
盤

と
し
て
施
策
を
進
め
る
立
場
に
あ
る
県

職
員
に
対
し
て
も
、
率
先
し
て
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

多
く
の
方
に
牛
久
沼
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
水
が
き
れ
い
だ

と
い
う
こ
と
も
大
切
な
要
素
と
考
え
る

が
、
水
質
浄
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

牛
久
沼
に
流
域

か
ら
流
れ
込
む
汚
濁
負
荷
削
減
が
重
要

な
た
め
、
生
活
排
水
対
策
、
市
街
地
か

ら
の
流
出
対
策
、
農
地
対
策
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。
今
後
の
流
域
人
口
の
増

加
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｐ
型
高
度
処
理
浄
化

槽
設
置
や
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

に
係
る
宅
内
配
管
工
事
な
ど
へ
の
補
助

な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
施
す
る
。 

議
員　

交
通
弱
者
な
ど
の
移
動
を
支
え

る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
で
、
本
県

が
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
な
れ
る

よ
う
、
果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

産
業
戦
略
部
長　

企
業
が
取
り
組
む
技

術
開
発
や
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け

た
実
証
実
験
な
ど
が
、
円
滑
に
実
施
で

き
、
安
全
性
を
示
す
結
果
が
積
み
重
ね

ら
れ
る
よ
う
、
実
験
場
所
の
提
供
や
関

係
機
関
と
の
調
整
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

水
害
に
備
え

た
避
難
確
保

計
画
の
作
成
、

学
校
給
食
の

提
供
体
制
の

維
持
な
ど
も

質
問
）

議
員　

県
道
土
浦
竜
ヶ
崎
線
バ
イ
パ
ス

お
よ
び
県
道
土
浦
稲
敷
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

県
道
土
浦
竜
ヶ
崎
線
バ
イ

パ
ス
は
、
牛
久
阿
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
北
側
の
約
１
・
３
㌔
区
間
を
、
県
道

土
浦
稲
敷
線
パ
イ
パ
ス
は
、
土
浦
竜
ヶ

崎
線
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
約
０
・
６
㌔
区

間
を
優
先
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

両
路
線
の
優
先
区
間
が
圏
央
道
の
４
車

線
化
に
間
に
合

う
よ
う
整
備
を

推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

南
地
域
の
振
興
、

高
校
生
の
就
職

活
動
の
支
援
な

ど
も
質
問
）

子
ど
も
た
ち
へ
の
生い

の
ち命

の
安
全
教
育

次
世
代
を
見
据
え
た
マ
イ
ク
ロ

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
推
進

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
た
企
業
支
援

茨
城
の
戦
略
的
な
Ｐ
Ｒ

県
内
産
業
を
支
え
る　
　
　
　
　
　

今
後
の
働
き
手
の
確
保

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
る
観
光
需
要
の
取
り
込
み

つ
く
ば
市
内
の
人
口
増
加
に
対
す
る

県
立
高
校
の
入
学
定
員
の
対
応

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出 

髙安　博明 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

金子　晃久 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

沼田　和利 議員
いばらき自民党
牛 久 市 選 出  

県
道
土
浦
竜
ヶ
崎
線
バ
イ
パ
ス
及
び

県
道
土
浦
稲
敷
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の　
　
　
　

交
付
率
向
上

牛
久
沼
の
水
質
浄
化

搭乗型自動運転モビリティ
（４人乗り）

県公認Ｖｔｕｂｅｒ「茨ひより」の名刺

再生可能エネルギー導入例
（太陽光パネル）

台湾大規模プロモーション牛久沼のさらなる水質浄化を

11
月
４
日（
金
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

坂さ
か
も
と本　

　

隆り
ゅ
う
じ司

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

金か
ね
こ子　

　

晃て
る
ひ
さ久

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

11
月
7
日（
月
）

　

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

　

 

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

沼ぬ
ま
た田　

　

和か
ず
と
し利

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

大お
お
た
き瀧　

愛あ
い
い
ち
ろ
う

一
郎

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

11
月
８
日（
火
）

　

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑　

敏と
し
の
り紀

　
 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

石い
し
つ
か塚　

　

隼は
や
と人

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

西に
し
の野　

　
　

一は
じ
め

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
4
回
定
例
会
の

　
　
　
　
　

主
な
日
程

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
調
査
特
別

委
員
会

}

■
10
月
31
日（
月
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
） 

■
11
月
４
日（
金
）

■　
　

７
日（
月
）　

本　
　

会　
　

議

■　
　

８
日（
火
） （
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
11
月
10
日（
木
）　

常
任
委
員
会

■
11
月
11
日（
金
）　

本　
　

会　
　

議

　
（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
11
月
14
日（
月
）

■
11
月
15
日（
火
）　

予
算
特
別
委
員
会

■
11
月
16
日（
水
）　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=160
こちらから録画映像でご覧になれます。▶


